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きる。

　この画像は計測した結果を確認

するには非常に有効であり、解像

度も一般のデジカメの約10倍のた

め、細部に渡っての確認が可能と

なる。

３)３Ｄパノラマレビューツール

(ＰａｎｏＭａｐ)

－More Fast More Easy－

　３ＤＣＡＤ化前に利用できる

データは何か？

　計測後に得られるデータは点

群データ、輝度データの２つで

あり、このデータをイメージ処

理することで、３ＤＣＡＤが整

備されていない環境下においても

３次元空間上の測定を可能とした

３Ｄビューアソフトウエアを開発

した。弊社ではこの基本データを

PanoMap としている。

特長

①３次元ＣＡＤ環境不要

②点群データのイメージ画像化処

理(データ量の軽減対策)

③汎用ＰＣ下にて軽快にパノラマ

レビューが可能

④多様な点群データ形式に対応

　また、基本機能として①３次

元測定　②テキスト・レッドライ

ン　③エッジ検出　④CAD Import

　⑤ＣＡＤ 生成(基本プリミティ

ブ)　⑥CAD Export　⑦点群出力　

⑧２Ｄ図出力機能を備え、画面上

において、測定や設計データの検

１．はじめに

　３次元計測技術は、欧米諸国

を主体とし、土木・建築・プラン

ト・自動車・交通インフラなど、

各市場等において発展を遂げてい

る。しかし、国内に目を向けてみ

ると、本技術の適用・導入率は低

いことが言える。この理由の１つ

として、３次元ＣＡＤシステム等

の普及率が低いなど、インフラ整

備がされていないことや２次元図

面が主流となっていることなどの

理由があり、今後の発展には多く

の課題が残る。

　今回、本特集最終回にあたり、

レーザ計測に関する基本技術は

既に述べられていることから省略

し、東芝プラントシステム開発の

点群処理手法(PanoMap)の紹介、お

よびレーザースキャニング技術に

関する今後の展望を述べる。

２．３次元パノラマビューアー

“ＰａｎｏＭａｐ”

１)ユーザーの視点

　ユーザーは計測データを１日で

も早く、“見たい”“使いたい”

　計測プロバイダーとしての使

命は、ユーザーのニーズ・要望に

沿ったデータを提供することにあ

り、できるだけ正確なデータを早

く提示することにある。

　現場計測後は、いかに早くデー

タ処理を行い３Ｄデータ化するか

が非常に重要であるが、点群デー

タ処理には、以下のような壁に直

面することが多い。

　①データ処理システムは、一般

に各スキャナメーカーが提供するモ

デリング処理ソフトウエアにより行

なわれるため、データ処理もそのス

キャナに限定されてしまう。

　②点群フォーマットが統一され

ていないため、他計測機データに

よる処理が不可能。

　③データ処理時間が点群データ

量に依存する。

　④点群や３次元モデルを扱うに

は３ＤＣＡＤ環境が必要。

　⑤３次元ＣＡＤ化には時間を要

する

　⑥市場単位で要求されるアウト

プット形式やＣＡＤフォーマット

が異なるため、標準化作業ができ

ない。

２)輝度データの利用　

　位相差方式(Phase Based)タイプ

のスキャナは、ＸＹＺ座標プラス

高解像度の輝度データ(Intensity)

を取得することにより、水平360°

パノラマ画像を取得することがで
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　プラントのレーザ計測で最大の課題である点群データ処理の工夫を紹介

いただいた。

東芝プラントシステム株式会社　システム事業部

岩田　章裕

図１．ＺＦスキャナーにて計測したパノ

ラマ画像データ(Intensity )

図２．PanoMap 画面
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証そして編集を行なえるものであ

る。

４)３Ｄポリゴンデータ生成

　点群データからのポリゴン化は

当初、非線形モデルを生成する目

的で処理システムを開発したが、

最近はプラントにおいても適用さ

れている。データ生成の度合いと

しては、プリミティブ単位で作成

する３ＤＣＡＤデータと比較する

と粗い面もある(形状の生成はノ

イズ量に依存)。しかし、Ｐａｎｏ

Ｍａｐは計測点を中心とした360°

データに対して、ポリゴンデータ

は３次元ＣＡＤ環境にて、全体の

位置を把握・レビュー(ウォークス

ルー)を行なうことが出来、更に点

群データとの比較からデータ量が

軽減化され、処理時間が一般のモ

デル化より格段に短縮化されたこ

とに利点がある。

　ＰａｎｏＭａｐは、レーザース

キャナーにて取得されたデータを

有効利用し、いかにデータを早く

処理して、ユーザーへ提供するか

をコンセプトに開発を行なってき

た。レーザ計測による３ＤＣＡＤ

データの作成は理想であるが、先

に述べたとおり時間を要する。プ

ラント他改修・更新工事は全てで

３ＤＣＡＤ化を行う必要は無く、

ＰａｎｏＭａｐ、点群データ、ポ

リゴン、必要部位のみの３ＤＣＡ

Ｄ等の組み合わせにより、より効

率な改造立案ができるのではない

だろうか。

５)適用市場

　ＰａｎｏＭａｐおよびポリゴン

データは、建設、各プラント、自

動車、文化財市場等を中心に普及

しているが、まだまだ課題・改善

すべき事項も多い。今後は、ユー

ザーの要望に応え、既存ソフトウ

エアに依存せず、ＰａｎｏＭａｐ

機能改善を図り更にユーザーフレ

ンドリーなシステムに発展させて

いく予定である。

３．今後の展望

　高度成長期時代に建設された各

工場・施設も約40年を迎え、ます

ます施設の改修・更新工事の計画

が増える中で、３次元計測技術が

積極的に採用される日々も、そう

遠くないことを期待する。だが、

プラント・工場に向けた本技術の

導入には多くの課題がある。導入

効果として期待される①安全、②

コスト削減、③品質向上、④工期

短縮が各業界・企業でその効果を

得る為にはどうしたらよいのか。

インフラ・土木市場では現手法

(例えば一般測量)と比べた場合、

導入効果を評価し易いこともある

が、プラント・建設・工場におい

ては、簡単に定量的な評価・効果

が可視化できていない。レーザス

キャナメーカーでさえ最近の改善

は長距離化傾向やカラー化等のみ

であり、プラント向けには大きな

インパクトがある改良が無いよう

にも感じる。最後に今後の発展に

必要な条件を以下に掲げる。

１)レーザスキャナ

・計測装置のコンパクト化、作動

安定化、低価格化

２)点群データ　

・点群共通フォーマット化(点群

データの標準化)

３)点群処理システム

・サードパーティによる点群処理

システムの登場　

・座標合成システムの合理化(高精

度自動化)(Advanced Dimensional 

Control)

４)ＣＡＤシステム

・点群－各種３ＤＣＡＤフォー

マットの連携　

５)スキャナメーカ、ＣＡＤベン

ダー

・機能売りより導入効果の説明・

提案を！

６)プロバイダー

・ユーザーニーズに沿った提案お

よび適切な手法の採用を！プロバ

イダーによる３Ｄ計測失敗は致命

的。

７)設備オーナー

・延命化等、設備のライフサイク

ルを考慮した３次元データ整備が

有効かつ重要であることの認知。

　上記に述べた項目は本連載に

ある寄稿でも取り上げられている

が、これら課題を克服し３次元計

測技術が今後、標準的に利用され

拡大していくことを望む。

図３．システム構成と処理フロー

図４．パノラマ画像＋３ＤＣＡＤ

モデリング例

図５、図６ポリゴン化イメージ図

(レバノン・ティール遺跡)

図７ポリゴン化イメージ図(プラント)


